
〈課題〉  

● 行事の参加者が少な

い、同じ人の参加が多

い 

 

課題解決に向けて 

● 団体間で連携しながら

事業に取り組む（花見

や体育大会・健康相談・

ゴキブリ団子配布な

ど） 

● 各団体の会員にイベン

トの周知や参加呼び掛

けを行う 

 

 

○ サロン（毎月１日） 

○ ゴキブリ団子の配布 

○ 町内一斉清掃（６月） 

○ ふれあい子供会（７月） 

○ 新山八十八ヵ所草刈り

清掃（８月） 

○ ふれあい食事会（１１月） 

○ 公民館の大掃除（１２月） 

○ 体育大会（１１月）・花見

（３月） 

○ グラウンドゴルフ活動

（へそっこGGクラブ通年） 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● 自主防災会の活動が低

調している。 

 

課題解決に向けて 

● 各種団体の連携強化 

防災マップの見直し・確

認・避難訓練・講習の実

施（各団体が共同して

実施） 

● 板野地区の全住民を参

加対象として防災訓練

や講習を実施する 

 

 

 

 

 

 

●板野地区データ                                   （令和元年９月末現在） 

地区の人口 220 人  世   帯   数   104 世帯 

１ ４ 歳 以 下  14 人  一人暮らしの高齢者世帯数（※）     12 世帯 

１ ５～６４歳 114 人  高 齢 者 のみ世 帯 数 (※）     15 世帯 

６ ５歳 以 上 92 人  高  齢  化  率（６５歳以上）   36．4  ％ 

７ ５歳 以 上 43 人  後期高齢化率（７５歳以上）   19．6  ％ 

地域の資源（特徴） 

板野グラウンド、野球場、公園、プール、板野公民館、飲食店、商店、バス停（馬谷・板野）、バ

ス会社、自動車屋、工務店、接骨院、葬祭場、ツール・ド・にし阿波  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈課題〉  

● サロンの参加者が少な

い。来るメンバーが同じ 

● 準備する人の負担が多

い 

 

課題解決に向けて 

● １００歳体操等の新しい

企画を実施 

● 参加者増加の為の声か

けや回覧やチラシを使

って周知 

● 各団体から当番制で準

備をし、負担が集中し

ない様にする 

 

 

○ 療養者見舞い（１１月） 

○ ふれあい食事会（１１

月） 

○ ささえあいネットワー

ク会議（３月） 

 

① 「地域の絆づくり」 

の推進 

②「援助が必要な方に

対する支援」の推進 

笑顔で声かけ ふれあうイタノ 

 

板野地区のまちづくりプラン 

③「安全で安心豊かな

まちづくり」の推進 

≪ 継続して取り組んでいく事業 ≫ 

（※）は、65歳以上で、社会福祉協議会の地域福祉台帳への登録数（登録は任意） 

 


